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P1１．省エネ・CO2削減コンサルティング



P2１-(1)．省エネ・CO2削減コンサルティング 概要

【省エネ・CO2削減コンサルティング】

 お客さまのエネルギーの使用状況について、現地でのヒアリングや設備調査、データ計測等により
エネルギーの管理・使用状況を見える化するとともに、分析結果に基づき、運用改善、高効率な
設備への更新などの個別施策と、その実行計画（ロードマップ）を策定し、パッケージでご提案
する新たなサービスです。

見える化
運用改善
部分改修

設備更新

 エネルギー使用状況

の実態把握

 無駄・損失の数値化

 設定変更

 運転パターン変更

 簡易な設備改修

 廃熱回収・活用

 老朽設備更新

 油・ガス等からの電化

エネルギー診断

燃料転換
再エネ導入

CO2
オフセット

脱炭素化計画（ロードマップ）策定

 LNGへの転換

 太陽光発電の導入

 CO2フリー電気の購入

 J-クレジットの購入

省エネルギー対策・最適システム提案
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ロードマップ

 CO2削減目標の達成に向けて、エネルギー使用状況や設備稼動状況を見える化したうえで、
省エネルギー対策の実施や最適システムへの更新など、年度毎のCO2削減計画を取りまとめた
「ロードマップ」を策定します。

１-(2)．省エネ・CO2削減コンサルティング 脱炭素化計画策定



P4２．省エネ提案メニューの紹介

 豊富な経験と知識を持ったスタッフが、お客さまのエネルギー使用状況を見える化のうえ、お客さ
ま応じた省エネルギー対策をご提案します。

 お客さまの様々なニーズにお応えできるよう、各種診断サービスをご用意しています。

【主なサービスメニュー】

専用機器を活用して、配管等からの圧縮空気
の漏洩調査を行い、エネルギー損失を防ぎます。

赤外線サーモグラフィを活用して、蒸気配管など
からの放熱ロスを調査します。

（1）エアリーク調査 （2）過熱診断

（3）巡回診断 （4）詳細診断

エネルギーのご使用状
況のヒアリング・現地調査
を行い、運用改善を中心
とした省エネ・コスト削減
策を抽出します。

10日間程度の計測調査
によりエネルギー使用状況を
見える化のうえ、省エネ・コス
ト削減策をご提案します。
電力・流量・圧力など様々

な計測機器をラインナップし
ています。

（注）サービス料金は、対象設備・範囲等により異なります。

〔出所〕日本アビオニクスホームページ



P5２-(1)-①．エアリーク調査

 広範囲・高所の調査も可能

 エア漏れを見える化

 離れた場所もピンポイントで特定

 産業ガス※の漏れ箇所の特定も可能
（※）アルゴン、窒素など

 エア漏れ調査機器を活用して、普段気づきにくい配管等からのエア漏れ箇所を調査し、改修策
や設備の保守支援に役立つ情報をご提供します。

 専用機器では、エア漏れに起因する超音波を検知して、漏れ箇所を色分けして見える化するこ
とができます。

 調査結果に基づき、削減CO2量・削減コストの形で数値化したうえでご報告します。

［診断画像］ ［現場画像］

【概要】 【報告書イメージ】

【調査事例】

エアー漏れ（紫色部分）

［現場画像］［診断画像］

［現場画像］［診断画像］

［現場画像］［診断画像］

［現場画像］［診断画像］

エア漏れ
（紫色部分）
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 従来、空気漏れを検知するためには、工場の生産設備を停止させた状態でエアコンプレッサーを
稼働させ、空気が漏れている「音」で確認しなければならない状況となっていました。

 しかしながら、工場が停止するのは大型連休のみで、エア漏れ確認のために時間を割くのは困難
な状況でした。

 そこで、専用機器を活用して、エア漏れ箇所を見える化。速やかに改修することにより60万円／
年のコスト低減を実現。

２-(1)-②．エアリーク調査 調査事例①

○所在地：広島県山県郡北広島町

○業種：自動車向けプレス部品・切削加工部品製造・販売

詳しくは
コチラ

▲

高所や稼働中の調査も容易

エア漏れを可視化

［工場内観・エア配管］

［専用機器］【お客さま概要】

【エアリーク調査の様子】

https://biz.energia.co.jp/case/07/
https://biz.energia.co.jp/case/07/


P7２-(1)-③．エアリーク調査 調査事例②

 空気配管に限らず、ホース等の穴からの漏れはもちろん、高所の調査も可能です。

 圧縮空気だけではなく、単価の高い産業ガス※の漏れ箇所の特定も可能です。

 産業ガスの場合、ガス単価が高いため大きなコスト削減効果が期待できます。
（※）アルゴン、窒素、CO2ガスなど

ホースに複数の穴

高所（3m）のエア配管の接続不良

産業ガスの漏れ

◆削減コスト

約33万円/年

◆削減電力量

約11千kWh/年

◆削減CO2量

約6.0tCO2/年

（参考）漏れ箇所の確認

◆削減コスト

約48万円/年

◆削減電力量

約16千kWh/年

◆削減CO2量

約8.7tCO2/年

ポールで確認

アルゴン・CO2混合ガス
◆削減コスト

約140万円/年

産業ガスの漏れ

（注）削減コストは、お客さまの契約内容や使用状況、燃料費調整額等により変動します。
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P9２-(2)-①．過熱診断

 広範囲・高所の確認も可能

 放熱ロス・過熱箇所を見える化

 電気設備の保守・保安にも活用可能

 赤外線サーモグラフィを活用して蒸気配管などからの放熱ロスを見える化します。

 電気設備（受変電設備や分電盤等）における発熱を確認することにより、電気火災などの未
然防止にも活用することが可能です。

 放熱ロスを、削減CO2量・削減コストなどの形で評価するとともに、各設備の過熱状況を整理の
うえご報告します。

【概要】 【配管等からの放熱量の評価】

【赤外線サーモグラフィー】

赤外線を温度に変換して表示する赤外線
サーモグラフィーを活用して、蒸気配管保温材の
破損箇所や、過電流・接触不良等による過熱
箇所を特定します。

蒸気温度（℃） 条件（雰囲気温度20℃）

放
散

熱
量

（
W

/m
）

〔出所〕エネルギー管理のためのデータシート第１集（省エネルギーセンター）

180℃

放熱量
920W/m

〔出所〕日本アビオニクスホームページ



P10２-(2)-②．過熱診断 診断事例

 蒸気配管には適切に保温材が施されている一方で、フランジ（配管接合部）の保温が見過ご
されている事例もあります。

 電気設備における過熱箇所を確認することにより、事故・火災等の未然防止に活用することが
できます。

フランジの未保温 電気設備の過熱箇所確認

◆削減コスト

約27万円/年

◆削減LPG量

約2.7t/年
◆削減CO2量

約8.1tCO2/年
［診断画像］

［現場画像］

［診断画像］

［現場画像］

ブレーカーの

青相に過熱箇所あり

フランジから放熱

（※）20箇所分の試算値

（注）削減コストは、お客さまの契約内容等により変動します。



P11２-(3)-①．巡回診断

 運用改善・簡易な設備改修を中心とした
省エネ提案

 工場・事業場の省エネ項目の洗い出し

 多くの工場・事業場の診断実績を持つ診断員や当社スタッフが電気・熱エネルギーの使用状況
をヒアリングするとともに現地調査を行います。

 主にコンプレッサやポンプ・ファンなどのユーティリティ設備、空調・ボイラなどの熱源設備を対象とし
て、コストのかからない運用改善や簡易な設備改修などによる省エネ対策をご提案します。

省エネルギーセンターのエネルギー使用合理化
専門員として活躍されている診断員や当社スタッ
フによりヒアリングおよび現地調査を実施します。

【概要】

【巡回診断の様子】

【ご提案イメージ】



P12２-(3)-②．巡回診断 診断事例

 夏季と冬季のコンプレッサ電力に200kW以上の差（夏季が大きい）があったため、原因を調
査したところ、圧縮空気を活用したクールスーツがその要因であることが判明しました。

 環境に応じて必要な箇所のみでクールスーツを使用するなど使用台数のルール化や、個人によ
る改造を行わないようにするなど管理方法をご提案しました。

圧縮空気を使用するクールスーツの未管理

穴を拡大

チューブを延長

冷風を制御

高温環境で作業される方の
体温を下げることを目的とす
る衣服のひとつ。
圧縮空気により冷風をつく

り、ホースで体に直接吹き付
けることにより体温を下げる。

［1台あたりのエネルギー］

コンプレッサ1kW以上に相当
（圧縮空気200L/minの場合）

◆削減コスト

約2.4万円/年（夏季）

◆削減電力量

約0.8千kWh/年

◆削減CO2量

約0.4tCO2/年
【クールスーツについて】

コンプレッサ

冷風

（注）削減コストは、お客さまの契約内容や使用状況、燃料費調整額等により変動します。



P13２-(4)-①．詳細診断

 10日間程度の計測により、エネルギー使用状況を見える化したうえで、計測データにもとづく省
エネ対策をご提案します。

 また、お客さまが実施された省エネ対策の効果検証（実施前・実施後のデータ計測）にも活
用いただくことができます。

 電力・温湿度・流量・圧力など様々な計測機器をラインナップしています。

 計測データに基づく省エネ対策の検討

 エネルギー使用状況の見える化

電力をはじめとした計測データに基づき各種設備の設定
変更・運転パターンの検討などコストのかからない運用改善
や負荷実態を踏まえた高効率機器の提案などを行います。

［計測データ（例．コンプレッサ5台の電力推移）］

【概要】 【主な計測機器】

【計測データおよび評価】

［電力量計］ ［温湿度計］

［圧力センサ］

［超音波流量計］
〔出所〕日置電機

ホームページ

〔出所〕富士電機
ホームページ

〔出所〕日置電機
ホームページ
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[E01] 1号機（55kW） [E02] 2号機（37kW） [E03] 3号機（37kW） [E04] 4号機（37kW） [E05] 5号機（37kW）

8月30日（火） 8月31日（水） 9月1日（木） 9月2日（金） 9月3日（土） 9月4日（日） 9月5日（月） 9月6日（火） 9月7日（水） 9月8日（木）

〔出所〕横河電機
ホームページ
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[E99]コンプレッサ合計 [T01]外気温 [T02]吸込み温度

8月30日（火） 8月31日（水） 9月1日（木） 9月2日（金） 9月3日（土） 9月4日（日） 9月5日（月） 9月6日（火） 9月7日（水） 9月8日（木）

２-(4)-②．詳細診断 診断事例①

 一般的にコンプレッサは、吸い込む空気の温度が低いほど省エネになります。

 コンプレッサを設置している部屋の換気が不十分な場合、熱気がこもりコンプレッサの効率を低下
させることにつながります。

コンプレッサ電力と吸込み温度・外気温

【コンプレッサ室（イメージ）】【コンプレッサの吸込み温度と電力の関係】

〔出所〕省エネルギーハンドブック
（省エネルギーセンター）

120

110

100

90

動
力

比
（

%
）

吸込み温度（℃）

吸込み温度が
高くなると動力比増

-20 -10 0 10 20 30 40 50
80

◆削減コスト ◆削減電力量 ◆削減CO2量

約15.3万円/年 約51千kWh/年 約27.6tCO2/年

吸込み温度が外気温より高い

（注）削減コストは、お客さまの契約内容や使用状況、燃料費調整額等により変動します。



P15２-(4)-③．詳細診断 診断事例②

 土日は、工場が非稼働であるにも関わらず、ユーティリティ設備（コンプレッサ・ポンプ）が稼働し
たままになっていることが計測データにより確認されました。

 工場の操業スケジュールにあわせて各種設備の停止を徹底することにより、大きな省エネ・コスト
削減効果が期待できます。

土日の冷却水ポンプの稼働

土日のコンプレッサの稼働
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[E01] 1号機（55kW） [E02] 2号機（37kW） [E03] 3号機（37kW） [E04] 4号機（37kW） [E05] 5号機（37kW）

8月30日（火） 8月31日（水） 9月1日（木） 9月2日（金） 9月3日（土） 9月4日（日） 9月5日（月） 9月6日（火） 9月7日（水） 9月8日（木）

工場非稼働時にも稼働
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[E06]冷却水ポンプ①(15kW) [E07]冷却水ポンプ②(11kW) [E08]冷却水ポンプ③(15kW) [E09]冷却水ポンプ④(11kW) [E10]冷却水ポンプ⑤(11kW)

8月30日（火） 8月31日（水） 9月1日（木） 9月2日（金） 9月3日（土） 9月4日（日） 9月5日（月） 9月6日（火） 9月7日（水） 9月8日（木）

◆削減コスト ◆削減電力量 ◆削減CO2量

約405万円/年 約135千kWh/年 約73.6tCO2/年

◆削減コスト ◆削減電力量 ◆削減CO2量

約330万円/年 約110千kWh/年 約60.0tCO2/年
工場非稼働時にも稼働

（注）削減コストは、お客さまの契約内容や使用状況、燃料費調整額等により変動します。



P16３．まとめ（現場の省エネを進めるためには）

エネルギーの使用状況、ロス・ムダ・改善箇所を発見、見える化する。

発見したロス・ムダを放置する影響、改善の効果を数値化・定量化する。

現場で作業されている一人ひとりが、関心を持ち改善しようとする。

省エネを推進、改善・改革を進める、継続する仕組み、風土を作る。

【現場の省エネを進めるための４シキ】

ロス・ムダの発見
見える化

認識

関心を持ち改善
しようとする現場

意識

省エネ推進の
仕組と風土

組織

ロス・ムダを見つける
計測する
見える化する

ロス・ムダの発見方法を知る
改善方法を知る
算出、数値化、定量化方

法を知る

改善効果の
数値化・定量化

知識

関心を持つ
見て見ぬふりしない
改善・工夫したいと思う
上申、展開したいと思う

ほめられる、認められる風土
言い出しやすい雰囲気、現場か

ら改善案が出る風土づくり
改善が定着する仕組みづくり
トップが率先して推進する姿勢

当社がお手伝いできる範囲



P17《情報提供》 法人向けＷＥＢサイト「ぐっとずっと。Ｂｉｚ」

 脱炭素社会の実現や分散型電源の活用など、エネルギーに関する社会的ニーズにお応えする
サービスや、お客さまのビジネスに役立つサービスをご紹介しています。

中国電力 ぐっとずっと。Biz



ご清聴ありがとうございました
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